
令和６年度岐阜県芸術文化顕彰受賞者 

鈴木
す ず き

 徹
てつ

 陶芸家                    （敬称略） 

 

田中
た な か

 旭
きょく

泉
せん

 琵琶奏者 
・琵琶の収集家であった祖父の影響で、６歳の頃から琵琶を習い始める。

平成５年に琵琶奏者の登竜門となる「第３０回琵琶楽コンクール」で

最年少にて、第１位入賞。文部大臣奨励賞、日本放送協会会長賞を受

賞。 

・令和４年には「リトアニア ＮＯＷ ２０２２」オープニングイベント

への出演、「清流の国ぎふ」文化祭２０２４では「地芝居・伝統芸能

フェスティバル」の文楽公演や、八百津町主催の「筑前琵琶演奏会」

に出演するなど、県内での演奏会にも多数出演。 

・「子ども琵琶倶楽部」を立ち上げ、地域の子どもたちに琵琶の楽しさを伝える活動や、恵

那観光大使として、岐阜県の地域振興にも貢献している。 

 

米澤
よねざわ

 穂
ほ

信
のぶ

 小説家 
・平成１３年『氷菓』で角川学園小説大賞奨励賞を受賞し、デビュー。

平成２４年に同作は飛騨高山をモデルにテレビアニメ化。 

・平成２６年『満願』で山本周五郎賞を受賞。令和３年『黒牢城』で

山田風太郎賞を受賞。さらに令和４年に同作で直木賞、本格ミステ

リ大賞を受賞。 

・「清流の国ぎふ」文化祭２０２４では、「清流の国ぎふショートショ

ート文芸賞」の特別審査員を務め、講演会を実施。原作を務めたテ

レビアニメ『氷菓』『小市民』では、岐阜県の様々な場所が舞台とし

て登場し、台湾や韓国などから聖地巡礼に訪れる方もいるなど、岐阜県の地域振興にも

貢献している。 
 

・２３歳の時に父、鈴木藏氏に師事し、陶芸を始める。作品は織部とい

う範疇を超えたものを表現したいとの思いから、現代の技術で独自の

作品を作り上げている。令和６年に、多治見市無形文化財「織部」保

持者に認定された。 

・平成１７年に菊池ビエンナーレ大賞、平成２０年に新作陶芸展日本工

芸会賞、平成２７年に日本伝統工芸展ＮＨＫ会長賞、平成２８年に日

本陶磁協会賞を受賞するなど、受賞歴も多数。 

・現在は、日本工芸会正会員・東海支部幹事長を務めるなど、陶芸界の発展にも寄与して

いる。 

撮影：干川 修 



令和６年度岐阜県芸術文化奨励受賞者 
 

 

神戸
か ん べ

 智行
ともゆき

 日本画家 

 

粥
かゆ

川
かわ

 愛
あい

 ピアニスト 
・バロックから近現代まで常に幅広くレパートリーを開拓しながら、サ

ラマンカホールでのリサイタル、美濃市の音楽ホールこけら落とし公

演、岐阜県交響楽団や母校加納高等学校１００周年記念オーケストラ

共演など、ソリストを軸に様々な演奏活動を行う。 

・平成２１年に日本モーツァルト音楽コンクール第１位受賞。平成２２

年にエウテルぺ国際ピアノコンクール第１位受賞、岐阜県文化・スポ

ーツ功績賞（現・清流の国ぎふ栄誉賞）受賞。 

・「清流の国ぎふ」文化祭２０２４の開会式、関ケ原ナイト野外朗読音

楽絵巻に出演など、多岐に渡り活動している。 

・身近な自然や生き物を奥行のある表現で描く、「イノセントワールド」

シリーズで注目を集め、国内外で個展を開催するなど活躍を続ける。 

・平成２０年に文化庁在外研修員としてアメリカボストンにて制作活動

を実施。 

・平成２６年より太宰府市に転居し、太宰府天満宮にて２４面もの襖絵

の大作を制作。完成した襖絵は、今年７月に岐阜県美術館にて「千年

を描く」太宰府天満宮襖絵巡回展を開催。令和９年に控える菅原道真

公１１２５年太宰府天満宮式年大祭に合わせ奉納が予定されている。 

岐阜
ぎ ふ

県立関
けんりつせき

高等学校
こうとうがっこう

地域
ち い き

研究部
けんきゅうぶ

  
・考古学や歴史学に関する研究や実践を通して、全国規

模の大会で過去７年間、最上位賞を連続受賞。 

・セミナーやシンポジウム、模擬国連会議を企画するな

ど、地域での活動も積極的に行う。 

・今年８月に行われた清流の国ぎふ総文２０２４では、

中濃地域の戦国史に関する研究成果を発表し、郷土研

究部門で最優秀賞を受賞。 



令和６年度岐阜県芸術文化奨励受賞者 
 

 

 

鹿野
し か の

 竜
りゅう

靖
せい

 箏奏者 
・幼い頃より様々な日本の伝統文化に触れ、１１歳より沢井一恵氏に師

事。現在、東京藝術大学音楽学部邦楽科在籍中。 

・平成２８年に利根英法記念邦楽コンクール「アンサンブル」小中学生

の部最優秀賞、平成２９年に全国小中学校箏曲コンクール中学生の部

金賞及びグランプリ、令和５年に全国邦楽合奏協会コンクール第１位、

賢順記念全国箏曲コンクール第１位など、様々なコンクールで優秀な

成績を収め、令和６年より文化庁「邦楽普及大使」を務める。 

・「清流の国ぎふ」文化祭２０２４ジュニア文化祭では、自身が作曲した

箏曲を演奏するなど、県内での演奏活動も積極的に行う。 

松尾
ま つ お

 志穂子
し ほ こ

 打楽器奏者 
・打楽器・マリンバ奏者、作曲家として様々なジャンルで幅広く活動。

障がいの有無に関わらず誰もが楽しめ、参加できるコンサートの演奏、

企画に携わる。 

・「ドラムサークルファシリテーター」（ガイド役）として、教育、地域、

福祉など様々な現場でドラムサークルを展開。特に障がい者施設での

継続的活動に力を入れ、障がい者の音楽療法的なドラムサークル活動

を多く行う。様々な人々を繋ぎ、地域における共生社会づくりの一助

を担っている。 


